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巻
頭
言『

青
山
学
院 

近
現
代
史
研
究
』
の
創
刊
に
あ
た
り

青
山
学
院
史
研
究
所
長
　
小
　
林
　
和
　
幸

本
研
究
所
は
、
青
山
学
院
資
料
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
た
「
青
山
学
院
一
五
〇
年
史
編
纂
室
」
を
基
盤
に
、
二
〇
二
一
年
四
月
、
青
山

学
院
大
学
附
置
青
山
学
院
史
研
究
所
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

本
研
究
所
は
、
青
山
学
院
が
収
集
・
所
蔵
す
る
歴
史
資
料
を
分
析
・
検
討
し
、
近
代
日
本
社
会
に
お
い
て
、
青
山
学
院
が
果
た
し
た
歴

史
的
役
割
を
広
く
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ひ
い
て
は
近
代
日
本
へ
の
キ
リ
ス
ト
教
文
化
の
影
響
を
考
察
し
、
教
育
史
、
思
想
史
、
近
現

代
史
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
本
学
院
の
建
学
の
精
神
と
歴
史
的
な
位
置
付
け
を
客
観
的
に
明
ら
か
に

し
、
青
山
学
院
大
学
な
ら
び
に
学
院
設
置
諸
学
校
に
お
け
る
自
校
史
教
育
の
展
開
支
援
と
高
度
化
を
担
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

研
究
所
発
足
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
学
院
史
関
係
資
料
を
中
心
に
掲
載
し
て
き
ま
し
た
『
青
山
学
院
一
五
〇
年
史
編
纂
報
告
』
を
改
称

し
、
学
院
史
関
係
資
料
の
み
な
ら
ず
研
究
論
文
等
を
掲
載
す
る
『
青
山
学
院 

近
現
代
史
研
究
』
と
し
て
創
刊
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま�

し
た
。

本
創
刊
号
で
は
、
所
員
の
研
究
論
文
三
本
と
学
院
史
関
係
資
料
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
青
山
学
院
の
歴
史
を
究
明
し
た
も
の

で
す
が
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も
日
本
近
現
代
史
研
究
の
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

研
究
所
で
は
、
来
年
度
の
『
青
山
学
院
一
五
〇
年
史
』
通
史
編
Ⅰ
の
刊
行
に
向
け
て
の
執
筆
を
進
め
る
と
共
に
、
二
〇
二
一
年
一
一
月

二
七
日
に
は
、
青
山
学
院
史
研
究
所
開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
学
校
史
・
大
学
史
研
究
の
可
能
性
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
本
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
学
校
史
の
研
究
を
進
め
、
年
史
の
編
纂
事
業
を
行
っ
て
い
る
大
学
の
担
当
者
の
方
々
に
依
頼
し
、
各
大
学
の
学
校
史
研
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究
や
年
史
編
纂
の
現
状
を
お
話
し
い
た
だ
く
と
共
に
質
疑
応
答
を
行
い
、
歴
史
研
究
や
教
育
に
如
何
に
貢
献
し
得
る
か
と
い
う
こ
と
等
に

つ
き
議
論
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
登
壇
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
参
加
者
の
皆
さ
ま
、
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
は
、
今
後
の
青
山
学
院
史
の
研
究
に
活
か
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
青
山
学
院
の
歴
史
を
実
証
的
に
研
究
す
る
と
共
に
、
充
実
し
た
自
校
史
教
育
を
行
う
た
め
、
大
学
附
置
の
研
究
・
教
育
組

織
と
し
て
の
任
務
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
〇
二
二
年
二
月
二
五
日




